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【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年9月20日(2011.9.20)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
発明の詳細な説明
驚くべきことに、０．２を超えるＤＳを有するカチオン性グアールポリマーの使用によっ
て、スキンケア製品に、類似の従来技術品と比較してより長い貯蔵寿命に応じて改善され
た保護力とより大きい安定性が付与されることが見出された。これらのポリマーの水性粘
度は、Ｎ－ハンス製品（アクアロン社（Ａｑｕａｌｏｎ Ｃｏ．）が販売）、および、ジ
ャガー製品（ローディア社が販売）のような０．２未満のＤＳを有するカチオン性グアー
ルポリマーと比較して有意に低い。本発明のポリマーが有するより高いＤＳとより低い粘
度のために、これらは、皮膚にコンディショニングと保湿を付与するために、かなり高レ
ベルでボディ洗剤のようなスキンケア配合物に用いることができる。加えて、これらは、
低いＤＳを有する対応品であるグアール製品よりも優れた塩耐性を提供する。本発明のカ
チオン性グアールポリマーのその他の用途は、スキンケアおよび日焼けケア用のローショ
ン、液体および固形石鹸である。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５１】
表１および２では、ラウレス硫酸ナトリウム、コカミドプロピルベタインおよび塩化ナト
リウムをベースとしたボディ洗剤系中での適合性について、２種のカチオン性グアールを
比較した。塩化ナトリウムは、ボディ洗剤系中にレオロジー改質剤として見出される塩で
ある。市販のカチオン性グアール製品であるＮ－ハンス（Ｒ）３２１５製品を用いた場合
、塩を含まない、および、塩のレベルが極めて低いと、ボディ洗剤系は不安定であった。
加えて、塩のレベルを増加させるにつれて、ボディ洗剤系は不安定になった（これは、低
い透明度で示される）。Ｔ（％）（６００ｎｍでの透過率）を測定することによって透明
度を測定した。３．０％の塩レベル、不溶性のゲルが観察された。本発明のポリマーのＡ
ＱＵ Ｄ３７９９を用いた場合、塩化ナトリウムを含まないか、または、塩レベルが極め
て低いと、ボディ洗剤系は不安定であった。しかしながら、これは、塩のレベルを市販の
Ｎ－ハンス３２１５製品の場合と同様に高めても不安定さを示さなかった。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００９６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９６】
市販のＮ－ハンス（Ｒ）３２１５を添加すると、ボディ洗剤の粘度は、本発明のポリマー
ＡＤＰＰ６４８６を用いて製造されたボディ洗剤と比較して有意に増加した。すなわち、
ボディ洗剤配合物に、コンディショニング性能を有するカチオン性グアールを入れたい場
合、市販のＮ－ハンス（Ｒ）３２１５は、ボディ洗剤の粘度に好ましくない作用を与える
ために望ましくないと思われる。本発明のポリマーを添加することにより、コンディショ
ニング用ポリマーをまったく含まないボディ洗剤に比べて、ボディ洗剤の泡の安定性が改
善される。このようなポリマーを含まないボディ洗剤の泡の排出時間は、５８秒間（４８
、４８、６４、５５、７４秒間）であったのに対し、本発明のポリマーを含むボディ洗剤
の泡の排出時間は、８０秒間（８８、７０および６４、７６および１０３秒間）であった
。
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